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学習者が利用する端末の「1 人 1 台体制」を敷くなど、2020 年以降に教育現場で求められる実














リア（「GUI 科目ガイダンス」、「ICO 情報とコミュニケーション」、「DIG 情報のディジタル
化」、「CEO コンピューティングの要素と構成」、「ALP アルゴリズムとプログラミング」、「DMO 
データモデリングと操作」、「INW 情報ネットワーク」、「INS 情報システム」、「ISS 情報倫理
とセキュリティ」、「CLI コンピュータリテラシー補講」）に分けて構成し、この内容が大学の
一般情報教育として必要だとしている［4］。

























































































南大学法学部の「情報処理Ⅰ」で、2 クラス開講しており、受講者はそれぞれ 71 名、28 名で







































10 Excel 基本操作、データ入力 （事後）Excel演習課題 提出課題





























フトであり、主な特徴として、WMV 形式や MP4 形式などへの動画保存、音声の録音、デス
クトップ画面の範囲変更が可能であり、インストールが不要で操作手順が簡単なことが挙げら
れる。動画を再生する際に学習者の環境で動画が閲覧できない問題が発生する可能性を考慮し、









領域外に操作手順等のメモ書きを置いておくことができる。指定した領域内に Word や Excel
の操作説明画面を開いて録画の準備を完了する。
























トフォンでも標準の動画再生用ソフトウェアで再生できるよう、2 種類（WMV 形式、MP4 形式）










図 2：摂南大学法学部「情報処理Ⅰ（第 5 回目）」における Moodle を用いた事後学習画面
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実践を行った。反転授業は 15 回のうち部分的に実施し、内容は Word のインデントや Excel
の関数など初心者にとって比較的難しい項目について動画による事前学習を取り入れた。第
15 回目に授業アンケートを実施し、学習者の反転授業に対する評価を確認した。アンケート
は Moodle のフィードバック機能で作成し、択一式／選択式／記述式の 9 問の質問項目で構成
した。収集したデータから、個人を識別できる情報を取り除き、新たに ID を付けて匿名化した。
図 3 にアンケート調査の内容を示し、図 4 および図 5 にアンケート回答の集計結果を示す。ま
た、前年度に実施した従来形式の同様の科目を含めた結果について図 6 に示す。
図 4 の（a）、（b）から、90.2% の学習者が動画の視聴を行っており、73.9% の学習者が役に
立ったと肯定的な回答をしている。役に立った動画の回答で多かったのは、図 4 の（c）から、
「d インデントとルーラー」、「e タブとインデント」、「n IF 関数 VLOOKUP 関数」であった。
Word や Excel は、初心者でも直感的に操作できるソフトウェアであるが、Word のインデン
トや Excel の関数等、利用効果や方法を理解していないと使えない機能がある。今回、事前に
動画を閲覧することでこのような機能の認知と利用効果などの理解が深まった学生が多いので
はないかと考えられる。視聴しやすいと感じる動画の再生時間は、図 4 の（d）から、「b 2 ～ 4 分」
の回答が最も多く 45.7％であった。視聴時間が長すぎると学習欲よりも煩わしさが優先される





の条件式の書き方が理解できている、IF 関数を使って空白の処理ができている、の 2 つの基
準を設けた。これについて、両方正解、どちらか正解、不正解の 3 つに分類した。図 6 に示す













  a 全部視聴した
  b 必要なもの（部分）のみ視聴した
  c ほとんど視聴しなかった




  a よかった
  b まあまあよかった
  c あまり良くなかった




  a 書式の設定方法（ページ設定）（2:13）
  b 選択方法（1:50）
  c 複数場所の均等割付（1:00）
  d インデントとルーラー（3:24）
  e タブとインデント（2:33）
  f タブとリーダー（2:04）
  g 書式のコピーとクリア（1:55）
  h 表の作成と削除（1:26）
  i 表のレイアウト（3:50）
  j 表のデザイン（3:09）
  k 画像の書式変更（2:49）
  l 画像の組み合わせ（4:11）
  m 画像のグループ化（1:50）
  n IF 関数 VLOOKUP 関数（10:46）  
  o グラフ作成（4:04）
  p ピボットテーブル（8:07）
動画の長さについてどの長さが一番視聴しやすかったですか？ 
  a 2 分以内
  b 2 ～ 4 分程度
  c 4 ～ 6 分程度
  d 6 ～ 8 分程度
  e 8 分以上
動画視聴の場所を教えてください（複数可）
  a 学校のパソコン室
  b 学校でスマホ・タブレット
  c 通学途中でスマホ・タブレット
  d 自宅でパソコン
  e 自宅でスマホ・タブレット
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